
















 
 
 
 
 

事前研修報告
  

９ 
 



２月６日 

①プログラム概要説明・リーダー決め   
本プログラムの説明・確認作業。 

事前研修初回であった。事前研修および

研修中のスケジュールの確認や、各種手続

きの説明を受けた。その後、A,B それぞれ

のリーダーを決めた。日本文化紹介のプレ

ゼンテーション内容についても検討した。 
★スケジュールはまだ確定ではない部分

が多く、向こうでどのような日々を過ごす

のかは私たち派遣生のリクエストも考慮さ

れるということでした。でも、あまり相手

国のことをよく知らないうえ、どういった

活動が可能か、何をやりたいか、が明確に

イメージできませんでした。もうすこし自

分自身で派遣先のことを調べておけばよか

ったなと、のちのちまでずっと思うことと

なりました。 
 

②日本法教育研究センター概要 
金村先生から CJL についての説明。 

今回の主要な訪問先、日本法教育研究セ

ンター（CJL)について説明を受けた。 
＊日本法教育研究センター 
名古屋大学が設立した日本語で日本法を

学ぶためのセンター。現在四か国に５つの

センターがある。カッコ内は設立年度。 
タシケント国立法科大学(2005 年) 
モンゴル国立大学法学部(2006 年) 
ハノイ法科大学(2007 年) 
カンボジア・王立法経大学(2008 年) 
ホーチミン市法科大学(2012 年) 
一年・二年次には主に日本語を学び、二

年次から日本史(主に法制史分野)、公民の授

業が始まる。三年・四年になると、段々日

本法の本格的な勉強が始まり、三年次には、

各センターで選ばれた学生が名古屋大学に

夏期研修にやってくる。そして、センター

を卒業した学生の中から選抜されたものが

名古屋大学へ留学をしに来る。  
学生たちは、日本法センターでの学習と

大学での現地国法の学習を両立させている

ため、勉強は非常にハードで、全員が卒業

まで CJL を続けられるわけではない。しか

し、センターはとても人気があって、100
人を超える応募のなかから、高校の成績と

面接によって 30 名弱に絞り込むセンター

もある。 
CJL は、日本語と日本法に優れた人材育

成を目的としているが、日本と各国をつな

ぐ研究拠点としての役割も果たしている。 
★名古屋大学が東南アジアの国々にその

ようなセンターを持っていることを知らな

かったので、日本に興味を持って日本語の

ことを勉強してくれている学生がたくさん

いることを知って驚きました。また、勉強

も大変厳しいのに、定員を大幅に超える応

募があると聞いて、日本に対する関心の高

さがうかがえて、嬉しく思いました。 
（坂本あずさ） 

 
 

２月７日 

①在名大留学生からの情報徴収 
在名大留学生である、カンボジアの日本

法教育研究センターの修習生二名、ベトナ

ム(ハノイ)の日本法教育研究センター修習

生一名、そしてインドネシアからの学生の

協力のもと、各国の情報聴収を実施。各自、

日本語・英語での簡単な自己紹介をし、以
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下の内容を質問した。 

１．所属の大学の紹介 
・大学の概要 
・大学にあるコース、学ぶことができる科

目 
・自分の国の大学と日本の大学との違い 
２．日本法センター日本法コースについて 
・日本法センターに入った理由 
・日本法センターの入学試験について 
・日本法センターで学んだ科目 
・日本法センターの学生のおよその時間割 
・日本法センターの学生の進路 
・自分の国の学生、または日本法センター

の学生に日本の文化などを紹介するなら、

どんなことをしてもらいたいか 
３．国の紹介 
・概要（地理や歴史など） 
・気候（特に２月から３月） 
・ハノイ、ホーチミン、プノンペン、ジョ  

グジャカルタ、ジャカルタの観光地 
・お金と買い物の仕方 
・食べ物 
・生活で気をつけること 

★自分たちが訪れる国の留学生からの情

報は、紙上のデータよりも新鮮で、有意義

な情報をたくさん得ることができました。

特にベトナムの留学生からの治安事情に関

する話は、日本人がいかに無防備であるか

を知るきっかけになり、現地での貴重品の

扱い方の参考になりました。 
 

日本法センター 

「外国語を学ぶことを重要視し、せっかく

日本法教育研究センターがあるのなら挑戦

してみようと思ったから」という理由で入

学を決心したという留学生が多かったで

す。 
日本法センターは希望者 150 人中 23 人し

か合格できないほど入学が難しいそうで

す。また、在学中の勉強も大変なため、卒

業できる生徒は年に 8 人ほどとのことでし

た。しかし、それゆえに得られるものも多

く、皆、頑張ってよかったと語っていまし

た。 

（情報徴収の風景） 
 

②西村先生のお話 
グローバルリーダーについての講義 

西村先生による「グローバルリーダーと

は何か」「あなたが日本で誇れると思うこと

は何か」という内容のお話を聞いた。グロ

ーバルな人材になるためには、まず日本を

知ることが大切だということで、それぞれ

が誇りに思う日本についての発表をした。

武士道精神や日本の文字文化、そして陶芸、

茶道など各自、日本自慢を行った。 
★「日本の誇れる分野を紹介する」とい

うものは想像以上に難しく、自分がいかに

自国について無知であるかを知りました。

グローバル人材になるためには、確固とし

た自己が必要で、そのためにも出身国であ

る日本について知ろうという積極的な姿勢

を持つことが重要なのだと強く感じました。 
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（授業風景） 
（山口恵里名） 
 
 

２月８日 

①事前研修 
今回のキャンパス ASEAN の短期 SEND

プログラムに参加するにあたり、5 回に渡

って留学のための事前研修を行った。 

★今回の派遣では、ただ向こうの学生と

交流をするだけでなく、先生という立場に

なって日本語を教えると活動も含まれてい

たので、その時のための授業の計画や、行

く前に最低限知っておくべきことなど、そ

ういったことをあらかじめ事前研修という

形で勉強させてもらいました。 
まず、今回の研修に持って行く荷物の確

認を行いました。何を持って行けばいいの

か、何があったら便利かなどについて話す

のはそれだけで中々面白かったです。日本

はその時まだまだ冬でしたが、派遣先であ

るベトナムとカンボジアは亜熱帯の国であ

る為、最初は夏服を持って行けばいいぐら

いにしか考えていなかったのですが、宗教

の関係で必要以上に露出の多い服を着てい

ると入れない場所もあるという話を聞いた

時は驚きました。このように、ただ暑いか

らといって、日本の夏と同じ感覚でいるこ

とはできないということを感じると共に、

より「あぁ、本当に海外に行くんだなぁ」

という実感が強くなっていきました。 
次に、日本法教育センターで行う授業の

計画について話し合いました。今回、僕ら

は向こうの学生の漢字勉強を手伝ったり、

実際に「先生」として日本史についてレク

チャーをしたりするということから、事前

に打ち合わせをして、どのような授業プラ

ンにするかを話し合いました。ただのアシ

スタントではなく、実際に自分たちが教師

として教えるので当然半端なことは許され

ないので、一生懸命考えました。その際に

感じたのが、「向こうの学生さんたちは自分

たちの日本語をどこまで理解できるのだろ

う？」ということでした。当然僕らとして

もあまり早く話したり、難しい言葉を使っ

たりはしないということでは同意していま

したが、それでも果たして十分だろうかと

いう余地は残りました。今の日本語は様々

な外来語や、若者言葉などが混ざることで

一昔前の日本語とは全く異なっています。

僕達は日常的に無自覚にそれらを使いこな

して話せてはいますが、今回教える側に回

ることで、改めて「言葉を教える」難しさ

を考えさせられました。 
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（五木田浩志） 
 
 

２月１５日 

①必要物資準備 
海外が初めての学生も多かったことから、

今回の研修で何が必要かを全員で話し合っ

てリストアップした。リストアップされた

ものは以下のとおりである。 

必須物 
・パスポート 
・金（最低 5 万程度） 
・クレジットカード（コピーを取る） 
・顔写真数枚 ビザ申請用 
・海外旅行保険のコピー 
・保険証のコピー 
・パスポートのコピー 
・ID/学生証のコピー 
・ややフォーマルな服（ワイシャツ、ズ

ボン、ワンピースなど） 
・露出の少ない服（×ミニスカート、ノ

ースリーブ） 

・汚れても大丈夫な歩きやすい靴 
・濡れても大丈夫なビーチサンダルなど 
・機内持ち込み用かばん：7 ㎏以内 
・スーツケース 20 ㎏以内 
用意すべきもの 
・名刺（日本語・英語・メールアドレス） 
・日本的なお土産（絵葉書、お菓子など） 
・日本、名古屋、家族などの紹介写真（デ

ータとして持って行ってもよい） 
あると便利な物 
・WiFi 対応機器（ホテルはインターネッ

ト対応、盗難注意） 
・ノート PC 
・小型の懐中電灯 
・旅行用衣類圧縮袋 
・帽子 
・肩掛け鞄 
・盗難対策の南京錠、チェーンなど 
・熱中症対策グッズ  
・物干し用紐 
・洗剤 
・食べ物が合わなかったとき、体調を崩

したとき用のレトルト食品 
・虫よけ 
・手ピカジェル 
・絆創膏 
・風邪薬 
・解熱剤 
・ガイドブック 
・指さし会話 
・コンパス 
・爪切り 
・携帯用ナイフ 
・サングラス 
・ウエットティッシュ 
・マスク 

デング熱に注意 

今回の事前研修の荷物確認の際に一つ話題

に出たもので、デング蚊のことがありまし

た。日本にはあまり馴染みがないかもしれ

ませんが、ベトナムやカンボジアなどの亜

熱帯地域ではデング蚊によるデング熱が非

常に懸念されており、最悪死に至ります。

暑いからといって必要以上に露出の高い服

を着ていると、蚊に刺される可能性がある

からと注意されました。こういった面から

も、日本とはまた違う意味で着るものを選

ばなきゃなあと実感しました。 
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・変圧器 
・変換プラグ 
・Ziploc などの透明バック 
・コンタクト液など 
・化粧水 
 

本当に必要な物？？ 

 こんなにたくさん必要な物がリストアッ

プされました。必要物以外で、研修の間で

特に役に立ったものをこの中から紹介しよ

うと思います。 
 まずは、名刺です。これは作るように指

示を受けますが、必ず持っていきましょ

う！名刺交換する機会は指で数えきれない

くらい多いです。 
 日本のお土産はたくさん持って行ったほ

うが良いです。仲良くなったときにちょっ

とした物を何か渡せると good です。日本法

センターの学生は日本の興味を持った子た

ちばかりなので、とても喜びます。 
 ノートＰＣはほぼ必須です。現地でプレ

ゼンテーションをしますし。持っている方

は必ず持っていきましょう。 
 虫よけも必ず持って行ったほうが良いで

す。また、虫殺しも持っていきましょう。

現地では必ず蚊はいます。 
 最後に、風邪薬や絆創膏といった基礎治

療薬は持って行ったほうがいいです。僕は

現地で風邪っぽいことがありましたし、足

をぶつけて流血することもありました。風

邪薬、絆創膏はとても役に立ちました。 
  

（岩佐俊孝） 
 
 

２月１５日 

①カンボジア学生とのテレビ会議 
事前研修としてカンボジア学生とテレビ

会議を行った 

カンボジアの日本法センターの学生とテ

レビ会議を行ない、交流を深めた。簡単な

自己紹介のあと、カンボジアの気候や食事、

文化といった国についての質問や、日本法

センターの環境や勉強内容など、滞在時の

スケジュール管理に必要な情報を教えても

らった。 
★カンボジアの学生たちは、日本の文化

から法律までさまざまなことを知っていて

驚きました。特に芸能人、サブカルチャー

などは日本人よりも詳しい話をしていて、

実際に会ったときにどんな話ができるのか

とても楽しみでした。 
（桜井詩歩） 

 

２月１５日 

① ベトナム語講座 
ベトナム人留学生にベトナム語を教わる。 

ベトナム語の挨拶や自己紹介、買い物の

際のフレーズなどを教わった。留学生のア

ンさんの後に続けて発音し、独特の発音に

慣れるよう練習した。 
★よく使う挨拶やフレーズを厳選して反

復練習したため、現地に行ってからも片言

のベトナム語での自己紹介や買い物に挑戦

できました。ベトナム語は発音が難しく戸

惑いましたが、短い時間で効率よく、使え

るフレーズを学んだことで、より充実した

研修にすることができたと感じています。 
（鵜飼由加里） 
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２月１５、１６、２０日 

① クメール語講座 
カンボジアの留学生からクメール語（カ

ンボジア語）を教わった。 

挨拶、自己紹介、数字を主に教わった。

他にも緊急の場合に使える表現なども学ん

だ。 
★日本人になじみのない発音があり難し

かったです。実際に現地では、挨拶と自己

紹介はクメール語で行うことができました。

最初に少しでも現地の言葉を話すと心的距

離が縮まるので、いくつかのフレーズだけ

でもいいので現地語を学ぶとよいようです。

挨拶、自己紹介以外の表現はあまり使いま

せんでしたが、緊急の場合の表現はもし何

かあったときのために資料だけでも持って

いるとよいと思いました。 
（小田侑哉） 
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３月３日 

①ボロブドゥール見学 
世界遺産ボロブドゥールを見学した。 

ボロブドゥールはジョグジャカルタから

車で1時間30分くらいの位置にある仏教寺

院の遺跡である。この見学にはガジャマジ

ャ大学の学生と一緒に行った。 
★ボロブドゥールはとても大きな石造り

の寺院です。現在は国民の多くがイスラム

教徒であるインドネシアですが、時期によ

り他宗教を信じる王朝がありました。ボロ

ブドゥールを作った仏教系の王朝も滅び、

つい最近まで遺跡も埋もれていました。現

在は掘り起こされて、観光名所となってい

ます。そんな時代の流れを感じることがで

きる遺跡でした。また、インドネシアは熱

帯ですが、ボロブドゥールに行った時は特

に暑かったです。一緒に行ったインドネシ

ア人の学生もまいるくらいの暑さでした。 

（ボルブドゥール遺跡にて） 
 
②インドネシア料理と銀細工 

インドネシア料理レストランへ。また、

レストランと併設されている、銀細工作り

を見学した。 

ボロブドゥールからの道中にて、昼食を

とった。その際にスコールにみまわれた。 
インドネシア語の料理名は簡単にできて

いるものが多く、材料名＋調理方法という

組み合わせがよくある。たとえば、ナシゴ

レン。ナシはご飯、ゴレンは焼きという意

味で、日本で言う焼き飯のことだ。ほかに

もミゴレンはミ（麺）＋ゴレン（焼き）、ソ

トアヤムはソト（スープ）＋アヤム（鶏肉）

などがある。 
★インドネシア料理で私が好きなのはナ

シゴレンです。このレストランでもナシゴ

レンを食べました。また、このレストラン

にて初めてスコールにあいました。物凄い

勢いで雨が降り驚きましたが、雨が降った

後は、暑かった空気も若干和らぎました。 
銀細工ショップで買い物もしました。イ

ンドネシアの銀細工は有名なようです。他

の土産物も売っていましたが、外国人向け

のショップだったこともあり、市場価格よ

り 2 倍ぐらいしました。 
 

③マーケット見学（Mirota） 
マルオボロ通りを散策した。 

通りにあるマーケット見学とその一店舗

であるミロタにて買い物をした。ミロタは

バティックの店だが、多くの土産物も扱っ

ている。バティックとはインドネシアの伝

統服のことである。柄以外はアロハシャツ

に近い。 
★大通りには沢山の露店がありました。

たくさんの人でごった返しているのでスリ

に注意しなければなりませんでした。買い

物をしなくても見ているだけで楽しい通り

でした。 
ミロタは露店ではなくて、大通りにある

店舗でした。3 階建てでしたが、たくさん
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の伝統工芸品が売られています。値段も市

場価格で買えたので、良い店でした。私も

思わずバティックを買ってしまいました。

ですが、バティックはインドネシアの物価

の割に高い商品でした。 

 
④パダン料理 

スマトラ地域の料理、パダン料理を夕食

に食べた。 

パダン料理は現地コーディネーターであ

るオチェ先生の出身地であるスマトラ地域

の料理である。パダン料理の特徴は二つあ

る。1 点目はとても辛いこと。2 点目は注文

しなくても料理が出てくることである。 
★パダン料理はとても辛かったです。ジ

ャワ島の料理は辛くないのですが、西にあ

るパダン料理があるスマトラ地域の料理は

とても辛いです。インドネシアは地域によ

って全く味が異なるので、面白いです。ま

た、パダン料理では注文しなくても料理が

勝手に出てきます。客は食べた分だけ後で

払えばよいという方式でした。まるで日本

の回転寿司のようでした。 
 

（パダン料理店にて） 
（岩佐俊孝） 
 

 

３月４日 

①UGM キャンパスツアー 
UGM の学生の案内で、法学部の建物を

案内してもらった。 

ホテルから徒歩で、法学部の建物が集ま

っている場所まで行き、法学部の図書館や

いわゆる法学部棟を見てまわった。図書館

には自習室やコンピューターが備えられ、

法学部棟の建物はいくつもあった。 
学内では、エチケットという見出しのつ

いたポスターが掲示されており、T シャツ

やサンダル、たばこは学内で厳禁というこ

とだった。学生によると、違反した服装で

授業に臨んでも、教授によっては何もお咎

めなしだそうだ。 
★とにかく、UGM の敷地の広大さに驚

くばかりでした。私たちが宿泊したホテル

がキャンパス内にある、ということだけで

インドネシアの貧富の差 

ベトナムからインドネシアへ降り立ち、

街を車で移動している際にとても発展して

いる国だと感じました。道路の舗装もきれ

いになされているし、ベトナムよりずっと

きれいでした。ですが、ベトナムより貧富

の差はずっと激しいとも感じました。ミロ

タへの道中ではまだスコールが続いていま

したが、その時傘を差してくれる少年がい

ました。彼は裸足で、傘をさしてチップを

求めていました。ですが、一方でジャカル

タにたくさんあるモールへ行くと、ブラン

ド物を身に付けた、日本人よりも金持ちそ

うな人々がたくさんいました。あまりに対

照的で少年を見た時はショックでした。 
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も驚きなのですが、学内を散策してみると、

人通りの少ないひとつの町に来たような感

覚がしました。道はきれいに整備され、キ

ャンパス内も車が通れるというよりは、キ

ャンパス内に道路が通っているという具合

でした。 
 

 

（左が禁止、右が推奨。学生たちは基本

的にこの規則を守っていた。） 
 
②学部長表敬 

法学部の先生方とあいさつをした。 

インドネシア特有のお菓子ボックスを前

に、法学部の先生たちと顔合わせを行った。

先生方は皆フレンドリーで、自分の専門分

野の紹介をしたり、UGM の説明をしてく

れ、私たちも自己紹介を行った。 
★UGM 法学部の学部長はとても明るい

人で、近寄りがたくなく、気さくな印象を

持ちました。 
 
 

モダンなムスリム 

UGM の学生と会って驚いたことのひとつ

に、彼女らはイスラム教徒なのに髪を覆う

スカーフをしていないということでした。

それも 1 人や２人ではなく、かなり多くの

ムスリム女性がスカーフをしていませんで

した。しかし、お祈りを見学させてもらう

と、そのときだけは服の上から特別な衣装

をまとい、髪もその中に入れてお祈りをし

ていました。彼女らはモダンなムスリムだ

と思いますが、宗教的な優先順位は分から

ない点が沢山あるなと感じました。 

 
③学部長によるビジネス法講義 

学部長による国際ビジネス法を受講した。 

この講義は、法学部と経済学部の国際コ

ースの学生が受講しており、授業は全て英

語で行われた。主に、CISG（国際物品売買

契約に関する国際条約）についての授業で、

事例問題を提示し、あなたが一方の弁護士

だったらどうするか、などの質問を生徒に

投げかけ、考えさせる形式であった。 
授業中でも生徒は手を挙げ、大きな声と

流暢な英語で、鋭い質問をしていた。また、

先生の方から「これは英語で何というんだ

っけ」と質問する一幕もあった。 
★この授業は唯一、私たちが UGM の学

生に混じって受けた授業でした。そして私

にとって、UGM のレベルの高さを印象づ

けるのに十分な時間でした。UGM の学生

の英語力、行動力は圧倒的で、インドネシ

アを背負って立つ若者たちであることに疑

いも持ちえませんでした。 
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紙のお弁当ボックス 

この国は、お弁当が好きだと思う。それ

も中身は、日本でいうお弁当だけに限らず、

お菓子の詰め合わせみたいなのもありま

す。しかし、全てに共通するのは、そのボ

ックスが紙でできているということです！

この日も先生方との挨拶、昼食、特別講義、

それぞれでボックスが配られました。最初

は珍しいため喜んでいましたが、短時間の

うちに何個も配られることで、食べ物を捨

てることに抵抗がある私たち日本人にとっ

ては苦行の消費となりました。 

 

 

（何度もいただいたお菓子やお弁当。 
少々油っぽいものが多い。） 

 
④特別講義：インドネシアの法制度 

私たち SEND 派遣生のための特別講義を

受けた。 

講義の内容は、インドネシアの法律制度

で、地理・歴史などの基本情報から法律の

話まで幅広いものだった。 
★興味深かったのは、インドネシアには、

憲法裁判所や一般裁判所、宗教裁判所、軍

事裁判所、行政裁判所など多数の裁判所が

存在し、全ての事案をいずれかに該当させ

るというシステムでした。日本ではひとつ

の事案が複数の法律にまたがって問題とさ

れることがあるため、インドネシアのよう

な体制はとれないだろうと思いました。 
（栗本愛） 
 
 

３月５日 

④ 特 別 講 義 ： Indonesian 
Governmental System 

オチェ先生によるインドネシアの地方自

治に関する特別講義を受けた。 

インドネシアの大まかな歴史や地理の説

明から始まり、具体的にどのような地方自

治が行われているのかといった解説が行わ

れた。特に独特な自治システムは以下であ

る。 
≪パプア≫ 
知事による直接支配がなされており、慣習

法が適用されている。 
≪ジョグジャカルタ≫ 
スルタン制が続いており、王はシンボルで

はなく実権を有している。 
≪アチェ≫ 
イ ス ラ ム 法 が 適 用 さ れ て お り 、 local 
political party が存在し、インドネシア政

府から独立している。 
★インドネシアには、本当に多くの文化

が存在し、人々の人種や宗教もバラバラで

す。また、上に述べた地域以外にもインド

ネシア政府からの独立を求めている地域が

多くあるそうです。これらの点は同じ島国

である日本と全く異なるため、日本人には
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少し想像しにくいと思います。しかし、今

後ますます両国の距離を縮めていくために

は、その国のバックグラウンドを知ること

がとても重要だと感じました。 
 
⑤ 特別講義：Islamic Law 

UGM の教授であるルハイニ先生による

イスラム法についての特別講義を受けた。 

授業の内容は、インドネシアにおけるイ

スラム法やその発展の仕方、他国との違い

などであった。イスラム教の解釈では、信

仰の程度は個人に任されているとのこと。

一方で、アチェなどの地域ではイスラム法

が public なものとされておりムスリムに対

しては強制されている。 
★イスラム教では、「家庭を支えるのは男

性で、女性は家事や子育てをすべきだ」と

いう古いジェンダーの考えが根強いそうで

す。ただ、ルハイニ先生曰はく、最近は女

性の社会進出も進んできているとのことで

した。実際に、UGM の学生の中にも女性

が多くみられました。 
 
⑥ 日本文化紹介 

英語での日本文化紹介を行った。 

大きな教室で、英語による日本文化紹介

を実施。学生の多くが日本に対する知識が

ほとんどないこともあり、熱心に聞いてく

れた。特に、日本の「社会保障」に対する

関心が強く、日本の法システムや政治的内

容を詳しく知りたがっているようだった。

他にも、日本独自の就活スーツや災害グッ

ズなどにも興味を示していた。また、体験

型として日本の和菓子や抹茶を飲んでもら

うと、ベトナムとはまた異なる反応が返っ

てきて興味深いものがあった。 

★大きな教室で、たくさんの聴衆にむか

って英語でプレゼンを行ったため、とても

緊張しました。もう少し、学生のニーズに

沿った内容のプレゼンが出来たのではない

かという反省点もありますが、このような

経験はめったにないので、勉強になりまし

た。ぜひ今後のプレゼンなどに生かしてい

きたいです。 
 

 
(プレゼン風景) 
（山口恵里名） 
 
 

３月６日 

① クラトン・プランバナン見学 
世界遺産のクラトン・プランバナン見学 

クラトン（王宮）には今現在もスルタン

の住居があるということで、見学用に開放

されている箇所を見学した。クラトン訪問

時の服装は、男性はノースリーブ禁止なの

に対して女性は OK ということだった。 
プランバナンはヒンドゥー教の寺院で、

アンコールワットと似通う部分があった。

2006 年の地震の影響で崩れたり、ひび割れ

たりしてしまった箇所が多いということで、

世界遺産であるが保存状態が良くないとの

３６ 
 



ことだった。 
★クラトンを訪れる際の服装に関して、

男女差がある理由は、スルタンがセクシー

な女性が好きだからという説明に衝撃を受

けました。また、王宮に仕える女性はブラ

トップ姿をするという決まりにさらに驚き、

これらからもスルタンの力の大きさをうか

がい知ることができました。 
2006 年の地震の影響で崩れてしまった

プランバナンの石の一部を家の土台などに

再利用しているということで、私にとって

は不思議な発想だと感じました。 
 

 
（プランバナンにて） 

 
② モスク見学、マリオボロ通り見学  

モスク見学とジョグジャ最後のインディ

ペンデントリサーチ 

モスクは開放的な建物であり、建物内で

寝転がって涼んでいる人も何人かいた。マ

リオボロ通りではジョグジャカルタでの最

後のインディペンデントリサーチをした。 
★モスクが時間を持て余した人の集まる

憩いの場のようになっているように見えた

ことは、とても意外でした。 
マリオボロ通りでは限られた時間のうち

にバティックを何着か買うことができまし

た。ガジャマダ大学の学生が値切ってくれ

たため、1 着 45 万ルピアの子供用バティッ

クを2着50万ルピアで買うことができまし

た。 
 
③ フェアウェルディナー 
ガジャマダ大学・千葉大学の方々とお別れ 

メンバー全員で浴衣を着ていった。ガジ

ャマダ大学の学生たちもバティックを着て

きてくれていた。ユニバーシティ・クラブ

でご一緒していた千葉大学の方々も一緒に、

ジョグジャカルタで出会った方々との最後

の晩餐をした。 
★浴衣は暑くて汗をかき、また、行き帰

りの荷物にもなりましたが、みんなに喜ん

で頂けたので着てよかったと感じました。

ジョグジャカルタでの滞在は短い時間でし

たが、たくさんの出会いがあったと感じま

した。 
 

 
（フェアウェルパーティーの様子） 
 
④ カフェ＆バー 

ガジャマダ大学の学生たちと最後の夜 

ガジャマダ大学の学生たちと別の店に行

き、最後の話に花を咲かせた。 
★イスラム教であってもアルコールを飲
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む人もいるということを知り、意外に思い

ました。彼らは陽気に笑いながら「僕はモ

ダンムスリムだからね！はっはっはー！」

と言っていました。浴衣のままで行ったの

で体力的にも辛かったですが、ジョグジャ

カルタ最後の夜を最後まで一緒に楽しめて、

悔いのない一日になりました。 
（鵜飼由加里） 
 
 

３月７日 

①ジャカルタへ 
ジャカルタからジョグジャカルタへ 

ジョグジャカルタからジャカルタへは飛

行機で移動した。ジャカルタへ到着し実感

したのは、自動車の圧倒的な多さだ。 
★車は多いだけでなく、交通マナーが徹

底されていませんでした。これはハノイに

ても同様でしたが、ウィンカーなしの横入

りは当たり前です。 
 

（ジャカルタ。相変わらず渋滞です） 
 
②在インドネシア日本国大使館訪問 

日本国大使館へ訪問させていただき、

ASEAN やインドネシアと日本の関係つい

てお話しを伺いました。 

日本国大使館では、ASEAN 日本政府代

表部一等書記官でいらっしゃる矢田様に

ASEAN 統合の背景や今日までの経済的・

歴史的・文化社会的共同発展、そして今後

の ASEAN へ期待されること、日本と

ASEAN の関係等のお話しを伺った。日本

と ASEAN 諸国を結ぶ舞台の最前線で働い

ていらっしゃる矢田書記官のお話は、これ

まであまり知ることがなかった日本と

ASEAN の関係を知り、その更なる重要性

を認識する一歩として大変有意義なもので

した。その後には本村第一等書記官にイン

ドネシアと日本の関係について、特に教育

という面から教えて頂きました。インドネ

シアでは日本語学習者数が増加しており、

中長期的な両国の関係のためには留学を通

した人材育成が求められるとのお話を伺い

ました。 
★インドネシアの日本学習者数は 2009

年時点で約 72 万人おり、世界第 3 位らしい

です。学習者の大半は高校生で、日本のポ

ップカルチャーが大幅にこの数字に貢献し

ているようです。 
 

 
（本村書記官とともに、大使館前で） 
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 3 月 10 日の朝 6 時にセントレアに到着し

た。毎日が充実していた 18 日間。しかしこ

こで終わりではない。私たちは明日から始

まる事後研修（キャンパスアセアンシンポ

ジウム、企業訪問）について簡単に打ち合

わせを行った。その後は各自解散をした。 
★18 日間日本を離れていたこともあり、

前後左右どこを向いても日本人しかいない

光景に少し戸惑いました。また、空港で係

員の人々がてきぱきと働いているのを見て、

日本人の仕事に対する姿勢に感心しました。 
このように、日本を客観的に見られるよ

うになったことで、新たな発見がたくさん

ありました。 
（山口恵里名） 
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３月１１日 

①キャンパスアセアンシンポジウム 
大学の世界展開力強化事業 （ASEAN 諸

国等との大学間交流形成支援）（Campus 

ASEAN) に関連する第 1 回国際シンポジウ

ムに参加した。 

帰国後、ASEAN 諸国等との大学間交流形

成支援、Campus ASEAN に関連する国際シ

ンポジウムが名古屋大学大学院経済学研究

科で開催された。今回訪問した、インドネ

シア、ベトナム以外のＡＳＥＡＮの国を含

めた、シンガポール国立大学，チュラロン

コン大学，フィリピン大学ロスバニョス校，

ガジャ・マダ大学，カンボジア王立法経大

学，ハノイ法科大学，ホーチミン市法科大

学、計 8 大学 7 カ国の大学関係者が集まっ

たフォーラムである。今回の短期派遣につ

いてもこの場で報告が行われた。 
★シンポジウムではキャンパスアセアン

参加大学の学部長などが各大学におけるプ

ログラムの講演が行われた後、第二幕とし

てパネルディスカッションがありました。

その中で一番印象に残っているのが、これ

からのグローバルリーダーとはどんな人材

かという問いです。これは、シンポジウム

に参加していた学生に対して、名古屋大学

の先生から問いかけられました。今回のア

セアンプログラムも国際協力リーダーを養

成するのが目的です。どのような人材が必

要なのでしょうか。もう一度よく考えたい

と思います。 
（岩佐俊孝） 

 
 
 

３月１２日 

①デンソー見学 
各国の先生方と共に、株式会社デンソー

のギャラリーを見学しました。 
帰国してから３日目、名古屋大学で会議

を行いに来日していらっしゃる先生方と共

にデンソーギャラリーを訪問させていただ

きました。車の自動制御システムの紹介、

商品のバーコードリーダー機器の紹介など

がなされていましたが、なによりそれらを

体験できるところが大きな魅力でした。 
★デンソーという名前は何度も耳にした

ことはあるが、車に関係する製品や技術し

か扱っていないと思っていました。このギ

ャラリーに来ることができ、他の分野にお

いてもデンソーの高度な技術が採用されて

いることを知り、日本や世界を牽引してい

く企業・技術に見とれていました。 
 
②ブラザー工業株式会社見学 
名古屋市瑞穂区にあるブラザー工業株式会

社の展示スペースを訪問しました。 

デンソーギャラリーの後はブラザー工業

株式会社の展示スペースへ。プリンターを

製造する会社で有名ですが、その歴史はミ

シンから始まるなど、知らない側面をたく

さん知ることになりました。また最新の商

品を間近で拝見したり、販売されている商

品を試したりなど、楽しくて貴重な経験を

させていただきました。 
 ★来日中の先生方は、ブラザー工業株式

会社の技術や歴史について非常に熱心に聞

いていらっしゃいました。日本は昔のよう

な経済大国・技術大国としての世界一の位

置を保てていないと聞くことが最近よくあ
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りますが、果たしてそうなのかと感じまし

た。なぜなら、今回の研修を通していかに

訪問国において日本の技術が尊敬されてい

るかを、人々の会話などから感じたためで

す。 

 
（ブラザー工業株式会社のミシンコレクシ

ョン） 
（川浦翔太） 
 
 

３月２８日 

①簡易報告会 
A チーム、B チーム合わせて、研修での

成果や、これからの課題などを話し合いま

した。 

メンバーがそれぞれ多くのことを学び、

そして今後自分が何をすべきなのかという

ことを考えることができていたようであっ

た。また、自分が思っていたこととは異な

る考え方を知り、多角的な観点からこの研

修の振り返りをすることができた。 
★「簡易」報告会ではあったものの、お

互いに研修を終えて思ったこと、考えたこ

とをぶつけ合い、それらを共有することが

できてよかったです。今後の課題はたくさ

んあれど、１８日間という短い期間の中で、

ASEAN 諸国の学生たちと交流し、多くの

機関を訪問し、学んだこと、感じたことは、

課題も含めてこのプログラムに参加して得

た最大の成果だと思います。 

 
（簡易報告会の様子） 
（川浦翔太） 
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SEND にて成長したこと 

法学部四年 岩佐俊孝 

 大学生活 4 年を通してアジアからの留学

生と交流してきて、東南アジアは私にとっ

て身近な国でした。しかし、一度も東南ア

ジアへは行ったことがなく、ある意味遠い

国でもありました。今回は訪問する最初の

機会でした。今回の研修では、すべてが初

めてで学んだことはたくさんありますが、

その中から 3 つについて述べようと思いま

す。 

 まず、最初に気付いたことは自分がいか

に相手国について無知だったかということ

です。いままで、留学生と話をすることは

ありましたが、相手国に強い興味を持って

主体的に調べることや、知ろうとすること

はありませんでした。今回の研修でベトナ

ムとインドネシアの 2 国を見てきました

が、新しく学びとることばかりでした。ま

た、相手国の人と一緒になって働くには、

その国を理解することが大事だと感じまし

た。グローバル人材と最近よく耳にします

が、英語だけできれば良いわけではないこ

とを痛感しました。相手国に対して興味を

持ち、相手国の文化、歴史、社会情勢など

をきちんと理解して、やっとその土俵に乗

れるのだと強く感じました。 

 次に、今回の研修で社会インフラの大切

さに気付かされました。様々な分野でイン

ドネシア・ベトナムと協力している方々の

お話を聞きましたが、法整備などのソフト

インフラも道路などのハードインフラもど

ちらも大切であると感じました。研修でイ

ンフラが国の礎であることを再認識でき、

私はインフラ企業に現在勤めております

が、ＳＥＮＤでの経験が日々の業務に励む

理由付けになっています。 

 3 点目は、この研修を通して違いを許容

できるようになりました。私は、発展途上

国、中進国へは行ったことがありませんで

した。現地では、人々の生活から衛生環境

まで異なることばかりでした。コップを拭

けばナプキンは真っ黒になります。おなか

を下して寝込んだこともありました。また、

法や社会制度の違いに驚愕もしました。今

回の研修で、日本と異なる点は山ほどあり

ました。ですが、まずその違いを拒絶せず

に、腹に一度おさめてからもう一度判断で

きるようになりました。違いを飲み込める

ということは、今いる現状を客観視するこ

とでもあると思います。日本の現状を客観

的に見る力ともつながると思うので、この

点が非常によかったです。 

 以上 3 点が特に自分が成長したと思える

点です。現地の学生との交流を通して、途

上国は日本より様々な面で遅れてはいます

が、個人の単位でみれば日本人と遜色あり

ません。また、努力の観点から見れば日本

人より優れていると思います。現在は社会

に飛び立っている私ですが、ベトナム、イ

ンドネシアの人々に負けぬよう日々努力し

ています。最後となりましたが、4 年生の

私に機会を与えてくださった大学と、今回

の研修を計画してくださったＣＡＬＥの皆

様にお礼を述べて私の報告を終えようと思

います。 
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SEND で得た財産 

法学部４年 鵜飼由加里 

私が今回の派遣で得たいちばんの成果

は、充実した日々を送るための貪欲さとた

くましさであると思います。 

ベトナムやインドネシアは日本に比べて

経済的・技術的に遅れています。しかし、

学ぶということに関しては、ベトナムやイ

ンドネシアの学生たちは、資料やインター

ネットなどの環境が整っている日本の学生

よりずっと熱心だと感じました。授業中に

積極的に質問するのはもちろん、授業時間

以上の時間を予習に費やしたり、授業が終

わった後も残って自習をしたりする学生が

数多くいました。学生たちはみな、限られ

た環境の中でひたむきに努力しており、こ

の派遣中に出会ったベトナム・インドネシ

アの学生たちには本当に頭が下がる思いで

した。この派遣は私自身が自らの学びの姿

勢を見直すきっかけとなり、自分から積極

的に行動して貪欲に吸収する努力をできる

ようになったと自負しています。 

また、現地で働く日本人の方々は、日本

とは違う環境に適応しつつ、置かれた環境

の中で最大限に日々を楽しむ工夫をしてい

ました。お話をする機会のあったベトナム

出向中の会社員の方々は、ほぼ全員ベトナ

ム語はまっさらな状態でベトナムに来たと

いうことでした。現地のレストランで注文

をすることが最初の壁であったと言いま

す。言語の面においても衛生面においても、

快適とは言い難い環境であることを嘆きつ

つも、ベトナムでの滞在に愛着を持ってい

ることが話しぶりから伝わってきました。

不便さをも楽しむというような彼らの姿勢

はたくましく、学ぶところが多いと感じま

した。 

私自身、18 日間の派遣の中で、日本とは

違う気候や初めての経験、慣れない食事に

戸惑いもしましたが、少しずつ順応して楽

しもうとする余裕ができていったように思

います。このように、与えられた環境は、

始めは必ずしも心地よいものではないかも

しれませんが、自分の心の持ちようと行動

次第では何倍も楽しく、実りあるものにす

ることができることを体得しました。 

4 月から始まる社会人生活は、未経験の

ことばかりで不安は大きいです。しかし、

だからといって縮こまってばかりいるので

はなく、たくさんの人と話をし、また、わ

からないことは自分から質問しようと考え

ています。本派遣で得た教訓を生かし、能

動的に不安を解消する努力をすることによ

って、自らの周りの環境を心地よく、働き

やすい場にしていきたいです。 

最後になりましたが、大学生活の最後、

社会人生活を目前にして、このような機会

に恵まれたことは本当に幸運であったと感

じています。関係各位にこの場を借りて感

謝を申し上げたいと思います。ありがとう

ございました。 
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アジアのさらなる発展のために 

法科大学院２年 栗本愛 

 私はこの SNED プログラムに参加し、派遣

先の国々をより理解するための多角的な視

点を鍛えることができたと思います。そし

て、自ら発信主体になることの重要性を感

じました。 

これまで私が日本以外のアジアの国を知

る手段は、その国の友人を通じてのものが

多かったように思います。そのような国際

交流は楽しいですが、それだけでは相手の

国をより深く理解し、仕事など交流以上の

関係で関わっていくためには不十分です。 

今回の研修では、現地で働く政府関係者や

民間企業の方々にお会いし、お話を伺うこ

とで、その国の根幹をなす社会システムや

社会事情を現地での体験とリンクさせなが

ら学ぶことができました。さらに現地の大

学を訪問することで、自分たちと同世代の

大学生がどのような生活をし、どのような

教育を受けているのかを身を持って体験す

ることができました。 

これらの経験は、その国や地域を今までと

異なった視点から観察し、より高いレベル

でその社会を理解する力を養ってくれたと

思います。 

今回の派遣国は、中華圏ともいわれるベト

ナムとイスラム大国であるインドネシア

で、両国は文化も人も大きく異なります。

同じアジアとしての一体感や共通性がある

一方で、アジアの多様性を感じることがで

き、日本もそのようなアジアの一国である

ことに改めて気付かされました。今後アジ

アが発展していくためには、このような多

様性の中での相互理解が必須です。日本人

でありアジアの一員である自分たちが、情

報の受身だけではなく、自ら発信主体とな

って働きかけていくことが重要だと思いま

した。そのためにも、発信主体として耐え

うる知識や経験、コミュニケーションツー

ルとしての外国語の習得が必要だと感じま

した。 

 

 

  

７０ 
 



次のステップへ 

法学部一年 坂本あずさ 

 今回の SEND 短期派遣での私の目標は、東

南アジア諸国の環境に身を浸し、現地でし

か分からないものを吸収してくること、そ

して、それら経験をヒントとして、今後の

学習計画・進路選択を具体化することでし

た。以下で、自分が成長した点を振り返り、

私が今回の経験をどう活かしていこうと考

えているかを述べたいと思います。 

 私が向こうで得てきたものは、大きく分

けて４つあります。①肉体的精神的な丈夫

さ、②日本の相対化、③海外で働くことの

具体的イメージ、④ベトナム・インドネシ

アに対する親近感、です。 

 第一に、肉体的・精神的タフさについて。

肉体面では、風邪をひきやすい私でしたが、

慣れない新興国で一度も体調を崩すことな

く 18 日間過ごせたことは、大きな自信とな

りました。精神的なタフさというのは、寛

容性・適応力です。現地では、衛生面に不

安を感じる場面や、不信感を覚える場面が

いくつかありました。しかし、「どうにかな

る！」「これでも用は足りる！」と、良い意

味で適当に考えられるようになりました。 

第二に、日本と全く違う法律制度・政治

体制の国々を見ることで、日本を客観視で

きるようになりました。特に印象的だった

のは、ベトナムにおける党の権力の強大さ

や、インドネシアの地方政治の多様性です。

また、言論の自由や汚職問題など、日本で

はあまり意識したことのなかった話題につ

いて学ぶことで、各国の問題意識を理解す

ることができました。 

第三に、JICA、法律事務所、政府機関、

民間企業の方々にお話を伺えたことも非常

に有意義でした。みなさんのバックグラウ

ンドを聞かせていただくことで、憧れにと

どまっていた「法整備支援」「国際的に活躍

する」ことが具体的になりました。具体的

には、法整備支援における実務家の方への

要請や、外国で働く際の現地の人々とのか

かわり方などを学ぶことができました。ま

た、そうした日越、日イの協力現場を見る

ことで、ASEAN と日本の強い結びつきの強

さも肌で感じることができました。 

 第四に、ベトナム・インドネシア両国に

対する親近感が生まれました。日本法セン

ターでもガジャマダ大学でも、日本に関心

がある学生がたくさんいて、素直にうれし

かったです。逆に私は今までいかに両国・

ひいては日本さえも、いかに知らなかった

かを思い知りました。今回の短い派遣が、

「また行きたい」「もっと知りたい」と思う

強い動機になりました。派遣先でたくさん

の友人ができたこともその動機の一つだと

思います。 

 最後に、今後の展望についてですが、SEND

の長期派遣に応募しようと考えています。

個人のレベルから国家間レベルまで、日本

と ASEAN の密接なかかわりを実感した今、

文化も社会も政治も経済も ASEAN 諸国につ

いてより一層の理解を深めたいと感じるよ

うになりました。これからの大学生活で、

もっと日本を知り、もっと ASEAN を知り、

その架け橋になれるようなグローバルリー

ダーを目指して、自分を磨いていきたいで

す。 
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派遣を通して実感したこと 

法学部一年 永田碧 

日本から離れた環境に飛び込み、積極性

が要求された１８日間の派遣。たった１８

日間ではあるが、参加前と参加後の自分を

比べると、私は保守的・妥協的な姿勢から

積極的に、活発になろうと努めています。

また、現地でお会いした日本人との対話を

端に、私自身の新興国やその人々に対する

イメージは大きく変わりました。これらが

派遣による私の成長だと考えます。それで

は以下において、どのような経験を通して

このように考えるに至ったか、SEND で考え

たことなどと共に述べていきます。 

私がより積極的になろう、興味があれば

何でもやってみようと決心でき、そう努力

するきっかけになったのは、同年代の学生

たちが一生懸命に授業に取り組んでいる姿

を見たことです。ベトナムではハノイ日本

法研究センターの４年生と共に所有権・抵

当権のゼミを受講しました。彼女たちは日

本語で書かれた法律の教科書を何度も読み

込み、自分が納得する法律的論理を確立し、

そしてそれらを躊躇いなく発表していまし

た。私には欠けていた彼女たちの積極的な

姿勢は私を奮い立たせ、私も積極的に勉学

に励もう、自分自身の力で自分の考えを確

立しそれを躊躇わずにアウトプットしよ

う、と保守的にならず、今後の活動に積極

的に励もうと決心することが出来ました。

インドネシアでも同様に学生のパワーに圧

倒され、それと同時に「自分も挑戦してや

る！」と考えさせられました。ガジャ・マ

ダ大学で受講した講義において、学生が英

語で教授とインターアクティブに授業を展

開していく姿を見ました。疑問に感じたこ

とはすぐに挙手をして質問する自主的な姿

勢、自分の考えを自信を持って発言する姿

を非常に魅力的に感じました。それと同時

に、こういった環境に挑戦したい、このよ

うな環境に身を置くことで常に努力し続け

ていたい、法律の勉強という面においても

幅広い知識を身につけたいと思いました。

これらをきっかけに今後は留学やインター

ンシップなど学生のうちにしか出来ないこ

とを様々に挑戦したいと思っています。 

 今回の派遣では現地の方はもちろん、現

地で働く日本人にも多くお会いさせていた

だきました。その中でも特に印象に残って

いるのが「ベトナム人を下に見てはいけな

い」と澤山弁護士と西岡検察官に言われた

ことです。正直に言うと、私はベトナム人

を下に見ていました。近代化はしてない、

人々の生活は洗練されていない、未発達で

あると一方的に感じていた。しかし先生方

の話を意識しながら、人々の生活状況を見

ようと町を歩いていると、彼らは柔軟な思

考力と技術で物事に対応している、非常に

クレバーであることに気づいた。ベトナム

人を下に見てはいけないということがよく

理解できた。一人の人間として、相手のこ

とを知らずに一方的なイメージで相手を判

断する危険性に気づかされました。 

 以上が SEND を通して実感したことのま

とめですが、しかしここには書ききれない

ほどの多くの経験をし、本当に様々なこと

を感じました。日本を離れることで自分や

日本を再認識出来たと感じています。この

ような感情を忘れず、以後の勉学に励んで

いきたいです。 
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新たな自分に出会うきっかけに 

法学部一年 山口 恵里名 

 SEND での 18 日間は、毎日が刺激的な出

会いの連続で、振り返ってみると長いよう

であっという間の日々でした。と同時に、

自分自身と真剣に向き合うきっかけにもな

りました。以下に、私が特に影響を受けた

事柄について報告したいと思います。 

 まず述べたいのは、自分と同世代の多く

の学生と交流し、親しくなれたことです。

ハノイ法科大学の日本法センターに在学し

ている学生や、インドネシアのガジャマダ

大学で法律を学んでいる学生は、みな学ぶ

ことに貪欲で、その姿勢に圧倒されること

も多々ありました。たとえば、日本法セン

ターの学生と共に、日本の死刑制度と少年

法についてのディスカッションをした際に

は、ベトナムの学生が、数年間日本語を学

んだだけとは思えないほど流暢な日本語

で、冤罪問題や生存権を絡めた自身の意見

を主張していました。また、日本の刑事制

度の問題点を的確に指摘され、それらにつ

いての見解を真剣に尋ねられることもあり

ました。また、将来の夢なども明確に持っ

ている学生が多く、私は今までただ漫然と

学校に通っていた自分を恥じると同時に、

「私も負けていられないな！」と強く思い、

帰国後の勉強に対する姿勢が以前より積極

的なものになりました。 

 また、インドネシアの日本大使館の方や

や現地の日系企業で働く方々、そしてＪＩ

ＣＡで働く職員の方々との対談も、私にと

って実りのあるものでした。その中でも、

特に私が感銘を受けた言葉があります。そ

れは、「我々は日本人であり、ＡＳＥＡＮ人

であるのだ」というインドネシア日本大使

館の一等書記官である矢田さんのお言葉で

す。現在、多くの日系企業がＡＳＥＡＮ地

域に進出しており、それと同時に様々な雇

用問題や契約問題が生じていているそうで

す。そのような問題を解決するときには、

ただ日本との違いを並べるのではなく、お

互いに違いを認め合い、双方の利益となる

ような解決策を追求しなければなりませ

ん。このようにお互いを尊重しあう考え方

は、今後ＡＳＥＡＮ諸国とより密接になる

であろう日本において、我々のような若い

世代が積極的に取り入れていかなくてはい

けないものだと思います。広い視野を持つ

ことの重要性も、この研修を通じて私が得

たものの一つです。 

 研修以前の私は、まだ明白に自身の将来

像を描けてはいませんでした。しかし、18

日間様々な人種、年齢、そして職業をして

いる人々と出会うことで、私の中の選択肢

が広がり、今はグローバル企業の支援とい

う分野に強い関心を抱いています。正直、

今回が初めてのアジア長期滞在だったた

め、不安も大きかったです。しかし、それ

以上に自信や積極性などを得ることがで

き、以前の自分では持ち得なかった多面的

な視野を持てるようになりました。これか

らも、現状に満足するのではなく、積極的

に未知の分野に飛び込み、次世代のグロー

バルリーダーになるべく己を成長させてい

きたいと強く望んでいます。 

 

  

７３ 
 



 
 
 
 
 

総括 グループ B 
  

７４ 
 



刺激あふれる 18 日間 

法学部一年 小田侑哉 

 SEND プログラムでベトナム、カンボジア

を訪れた 18 日間は今までの人生で一番中

身の濃い、充実した時間でした。さまざま

な人に出会い、お話を伺い、体験したこと

は自分の成長につながりましたし、将来の

展望を考えるうえで大変刺激を与えてくれ

ました。以下学んだこと、考えたことを４

点にわけて述べたいと思います。 

まず、第一に積極性、学びに対する姿勢

です。今まで積極性という言葉からは程遠

かった私でしたが、交流した現地の学生や

同じグループのメンバーから積極的に行動

することの重要性を学びました。自分から

機会を得たり人と関わっていかなければ有

益なものを自分のものとすることが難しく

なりがちです。なので、積極的な発言、行

動を心がけようと考えるようになりまし

た。また、大学生のときにしかできないこ

とをしようという気持ちが芽生えました。

もう一つ、学ぶことへも積極的でありたい

と強く思いました。CJL の学生たちは日本

語を学んで数年しか経っていないにもかか

わらず日本語を上手に話しますし、英語で

不自由なくコミュニケーションが取れる学

生も多かったです。言語だけでなく、法律

などへの学習意欲も高く刺激を受けまし

た。 

 次に法整備支援のことです。東南アジア

に興味を持ったもの法整備支援がきっかけ

でした。カンボジアで実際に専門家として

法整備支援の中心で働いている日本人の

方々とお会いして、他国の法制度の構築に

関わるという非常に責任の伴う仕事にやり

がいを持って取り組んでいる姿を見て格好

よいと思いました。カンボジアでは新民法

ができるなど法律自体の整備は進んできま

したが、運用面はまだまだです。JICA の方

と実際にお会いして、カンボジア司法の発

展に寄与できるような人材に憧れを抱いた

ので、カンボジアのことをもっとよく知り、

法律の学習にも前向きに取り組んでいきた

いです。 

第三に途上国としての見方です。実際に

訪れる前はベトナムとカンボジアはまだ発

展途上というイメージでしたが、ベトナム

のホーチミンは高層ビルが数多くあり発展

した大都市でした。カンボジアの首都プノ

ンペンはホーチミンのような高層ビルはな

いにしても、想像していたよりも新しい、

大きい建物が多かったです。しかし首都か

ら少し離れると簡易な小さな建物が増え全

く違う風景が広がっていました。水道や道

路も一部でしか整備されていなく、首都と

それ以外の発展具合の差を見せつけられま

した。途上国といわれる国にもさまざまあ

るし、国の中でも格差があることを実感で

きました。 

 四つ目として今後の展望について述べま

す。今回の研修で興味ある分野についてさ

らに具体的に見る、知ることができました

が、関わり方は多様で、将来の展望が具体

的になったわけではありません。しかし言

えることは、東南アジアがさらに好きにな

り、東南アジアと何らかの形で関わってい

きたいとさらに思うようになったことで

す。 

最後に、今回の研修のために様々なとこ

ろで尽力してくださった CALE の方々に感

謝申し上げます。 
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Ｇo beyond the limit！ 

法学部一年 川浦翔太 

私がこの Campus ASEAN SEND プログ

ラムで得たもの、それは日本にとどまって

いては、まみえることができないものであ

り、それは人生の指針にもなるものでした。 
大学卒業後の進路として法曹界、とりわ

け弁護士を目指している私は、多様化し、

国際化が進む弁護士業務の実情を知りまし

た。そういった状況下で、新しい法律が次々

作られつつある ASEAN 諸国とはどういっ

た国々なのだろうかということに興味があ

りました。 
研修中は驚きと発見の連続でしたが、ま

ず一つ自分の心の中で思ったこととして、

差異性があるからこそ交流する意義が大き

いということがあります。たとえば、ホー

チミンで日本史を教えていた時に、現地の

学生は特定の語彙が理解しにくかったよう

でした。それは日本とベトナムの政治体制

の違いをはじめとして、現地学生たちの生

まれ育った環境が自分たちのそれとは異な

っていることに機縁するようでした。どち

らが良い、悪い、ということではないです

が、このような差異性を実感するのは日本

に留まっていてはまず無理です。こういっ

た体験をすることによって自分の視野を広

げられましたし、多様性というのは決して

消していくべきではなく、本当に重要で大

切にしていかねばならないものだと考える

ことができるようになりました。 
また、現地の学生や先生方との交流で、

ベトナムやカンボジアの人々の勤勉さや優

しさ、思いやりに触れることができました。

このことで私の ASEAN 諸国に対するイメ

ージは、がらりと変わりました。特に事前

研修前はその地域の国に対して「危ない」

とか「怖い」という印象が少なからずあり

ました。しかし、それらは全くの間違いで

偏見であったことに気づけました。実際に

行ったことのない人にはこのことが伝わり

にくいかもしれないですが、私は周りの多

くの人々にこのことを伝えていきたいと思

います。 
 さらに研修中は弁護士さんや企業家の方

など、現地で事業を展開し、活躍されてい

る方々にお会いすることができました。そ

ういった方々のお話をお聴きするうちに、

ASEAN 諸国で働くことに対して魅力を感

じるようになりました。プログラム参加以

前は「発展途上国で仕事などしていけるの

だろうか」という疑問の思いがあったので

すが、これからもどんどんと発展していく

国々には、法整備支援による新しい法律に

よって広がる現地の人々との共同事業な

ど、日本にはない多くの特徴があることが

分かった。私は先ほど述べたように弁護士

を目指していますが、今までは海外で弁護

士業務を行うことに対してあまり将来の指

針として考慮に入れていませんでした。し

かし、研修を終えて、私は ASEAN 諸国で、

現地の人々のパートナーとして弁護士の仕

事を行うことに対して非常に魅力を感じる

ようになりました。まだ将来の指針とする

までには至っていませんが、選択の一つと

して、これから大学でさまざまなことを学

んでいく中で考えていきたいことだと思い

ました。 
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人生の道標 

法学部３年 五木田浩志 

海外在住経験がある私は元々海外渡航に

海外に強い興味があり、今回の SEND 留学に

志願したのも最初は行ったことのない国に

行ってみたいという単純な好奇心からでし

た。しかし、今回の SEND 留学は私にとって

人生の大きなターニングポイントになった

と思える程に価値あるものになりました。 

まず、今回の SEND 留学で様々な法関連の

機関や職場を見学することができたのは非

常に貴重でした。ホーチミン市内にある裁

判所を訪問させていただき、プノンペンで

は国会を見学することもできました。この

ような機会はただ単に海外に旅行をしたり

単位交換留学として外国にいくだけでは

中々できない体験だと思います。そして、

そこで働く裁判所の方々や国会の方々から

お話を聞くことができたことも私にとって

非常にプラスになりました。日本にいては

中々知ることのできない法律機関の実情を

知ることはそれだけで面白かったですし、

何より、日本との違いを発見することによ

って今まで自分が普通だと思っていたこと

が実は海外ではあまり普通ではなかったと

認識することができたのはこれから海外で

働くことを視野に入れている私にとってと

ても意味あるものでした。今世界は着実に

グローバル化しています。日本の常識は世

界の非常識という言葉を以前聞いたことが

ありますが、今後自分が世界に出たときに

カルチャーショックを受けないためにとい

う意味でも、今回の留学でそれを感じ取る

ことができたのは大きな成果だと感じまし

た。 

そして、私自身にとって一番印象に残っ

たのはホーチミンのある起業家の方とお会

いしたことでした。その方は永井さんとい

って、ホーチミンで SUSHI BAR という日本

食レストランを起業し、たった数年でホー

チミン市内にいくつもの支店を持っている

チェーン店のオーナーです。私は留学以前

までは起業という分野にあまり興味はあり

ませんでした。何故なら起業という選択は

リスクしかないと思い込んでいたからで

す。幼少の頃から海外で働きたいとは思っ

ていましたが、海外で起業をするという発

想は一度も出てこなかったのです。しかし、

今回 SUSHI BAR オーナーの永井さんから

色々お話を聞かせていただき、失敗するリ

スクに対する恐怖以上に起業は面白そうと

強く思うようになりました。 

最後に、今回の SEND 留学を通して強く感

じたことを記そうと思います。今回訪れた

国はベトナムとカンボジアの 2 カ国で、こ

の２つを含めた東南アジアの国々はまだ発

展途上の国が多く、まだまだ未完成だと言

えます。しかし、未完成だからこそ町は活

気であふれ、無限の可能性があると感じま

した。ベトナムやカンボジアを始め、これ

から ASEAN 各国は急速に成長し、いずれ世

界のマーケットの中心になっていくでしょ

う。そんな ASEAN 諸国の成長をすぐそばで

見たい、もしくは直接貢献したいと強く感

じました。 

今回の SEND 留学は僕が将来何をやりた

いか、何をやるべきかを教えてくれる人生

の道標になりました。こんな素晴らしい機

会を与えてくださった名古屋大学、そして

CALE の先生方には感謝してもしきれませ

ん。本当にありがとうございました。 
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貪欲に成長し続ける 

法学部三年 櫻井詩歩 

背の高いビル、きらびやかなネオン、名

古屋の太閤口に似た景色と、鳴り響く車の

クラクションの騒々しさ、ベトナムのホー

チミンに到着し空港から出た瞬間に、私は

想像以上の勢いをこの国から感じました。

「今アツイ ASEAN 地域をこの目で見て、肌

で感じたい」という思いを抱いて今回の

SEND プログラムに参加した私にとって、経

済の街、ホーチミンの雰囲気はとても刺激

的でした。実際に足を運んだことで、メデ

ィアで言われる「急成長する ASEAN」とベ

トナムが結びついたのです。これはカンボ

ジアについても同じでした。ホーチミンと

比べると田舎に近いのがプノンペンです

が、それでもこれから１０年、２０年先、

今見た景色とは大きく変わっていくのだろ

うというエネルギーに溢れていました。こ

うしたことは、教科書で見たことがある戦

後の急成長を遂げる当時の日本と、どこか

似た雰囲気が街のいたるところで見られた

からかもしれませんし、日本と違い若者が

多く、また夢を語る学生たちと交流できた

からかもしれません。しかし、私が感じた

「勢い」は間違いなくこれだけが理由では

ないのです。インフラや衛生面など、日本

で暮らす私たちにとっては「えっ」と思う

ような光景を何度も目にしました。それで

も、日本とは比べ物にならない成長性を私

は肌で感じたのです。この抽象的な概念を

説明するうまい言葉が見つかりませんが、

これは実際に足を運んだからこそ得られた

情報なのかもしれません。 

こうした圧倒的なパワー溢れる土地に約

３週間滞在し、現地で活躍する日本人や今

後日本と ASEAN の架け橋となる学生と交流

できたことは本当に貴重な経験です。望め

ば大概の物が手に入り、安心安全な環境が

整っている日本で忘れていたハングリー精

神をこの SEND プログラムから学びました。

これまで、私は「今の自分の力でどこまで

通用するか」という枠組みの中で行動して

きましたが、自分の能力を伸ばし、それを

超えて夢を追う人達との出会いがこうした

枠組みを払拭してくれたのです。貪欲に成

長を追い求め、自分を高める刺激を思い出

させてくれた約３週間は、くじけそうにな

ったときのパワーの源となる大切な思い出

です。 
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刺激的な経験 

法科大学院２年 水野茜 

 国際協力に興味があり、同時に、法曹を

目指している私にとって、SEND プログラム

での目標の１つは「法律を使って国際協力

ができる具体的な職業」を見つけることで

した。この点について、特に強く影響を受

け続けている経験が四つあります。 

一つ目は、カンボジア特別法廷に訪問し、

国際刑事裁判という形で、さまざまな国籍

の人で構成された国連職員とカンボジア人

が協力している様子を見たことです。人、

資金、法律、裁判制度あらゆる点で各国が

協力し、裁判が運営されていることを知り

感銘を受けました。そして、捜査判事とし

てご活躍されている日本人の方のお話よ

り、日本人の法曹、大陸法・英米法の両者

の側面を持つ日本法の需要が高いことを知

り、学習意欲が高まりました。 

二つ目は、カンボジアの JICA を訪れ、日

本の協力でカンボジア民法が編纂されたこ

とや、それについての経緯を聞いたことで

す。日本は明治時代に独仏、戦後は米国の

協力によって法律を編纂しましたが、今回、

日本が教える立場になってカンボジアの民

法が編纂されたことがとても興味深かった

です。そして、プノンペン王立大学の法学

部の教授達が、新民法について JICA の人と

勉強会を開いている姿も拝見し、まさに法

律ができ、法律が普及していく最初の段階

を見ることができました。 

 三つ目は、TMI ホーチンミン事務所に訪

問し、渉外事件や、ベトナム国内の労働事

件を扱う弁護士の方のお話を聞いたことで

す。ベトナムと日本では政治、社会、歴史

等さまざまな違いがあるにもかかわらず、

その違いを楽しんで弁護士業に励んでいら

っしゃる先生方のプロ精神にはとても刺激

を受けました。 

 四つ目はプノンペン市裁判所を訪れ、日

本の裁判制度との違いを見たことです。日

本では裁判官と検察官は独立しています

が、大陸法のカンボジアでは、裁判所の中

に検察官室が併設されており、制度の違い

に驚きました。また、裁判傍聴をした際、

傷害事件という重大な犯罪の被告人に弁護

士がついておらず、裁判官、検察官が畳み

掛けるように被告人に詰問している様子を

見ました。この点について、被告人の人権

保障は未だ軽視されるのだと感じました。 

 以上の経験により、法曹として国際協力

をしていくことについて様々な選択肢があ

ることに気付くことができ、将来の職業選

択のためのヒントを得ることができまし

た。そして、何より、比較法的な視点を養

うことができたと感じています。そして、

今回、目標が具体化したからには、専門分

野および英語についてしっかりと学んでい

き、いつチャンスが訪れても焦らないよう

に自信をつけたいと思います。 

沢山の貴重な経験と、素晴らしい人との

出会いを与えて下さった CALE の先生方に

は感謝で一杯です。ありがとうございまし

た。 
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